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近年の日本では若い女性の痩せに対する願望が高まっており、特に出産適齢期である 20 代

の女性に関しては 2 割以上がやせの基準となる BMI18.5 を下回っている。妊娠期の低栄養

は児の低体重での出生につながり、さらにこのような児は将来のメタボリックシンドロー

ムの発症リスクが高いことが報告されている。そのため、母親の妊娠期の栄養状態が児の代

謝に影響を及ぼすメカニズムを解明することは重要な課題である。一方、当研究室のこれま

での研究結果から、マウスの胎生期における総栄養制限が成獣後の肥満や糖・脂質代謝の増

悪化を誘発する一方で、糖質のみの制限は成獣後の肥満や糖代謝を改善することが示され

ている。また近年、腸内細菌叢が宿主のエネルギー収支に影響を及ぼすことや、胎児期や乳

児期に形成された腸内細菌叢が生涯の健康に影響を及ぼすことが報告されている。そこで

本研究では、胎生期糖質制限による成獣期の代謝変化と腸内細菌叢の関連性について調査

した。 

妊娠後期の C57BL/6J 雌マウスを普通食 (AIN-93G) を与える対照群と糖質制限群に分け、

出産させた。体重や糖・脂質代謝パラメーターに差が現れる前の離乳直後の仔マウスの糞便

を用いて 16S rRNA シーケンスにより腸内細菌叢の解析を行った。主座標解析により対照

群と糖質制限群の腸内細菌叢を比較した結果、両者は異なるクラスターを形成しているこ

と が 示 さ れ た 。 ま た 糖 質 制 限 群 で は 、 体 重 減 少 と の 関 連 が 報 告 さ れ て い る

Prevotella/Bacteroides（P/B）比の増加が見られた。これらの結果から、胎生期糖質制限で

見られた成獣後の体重増加抑制や糖・脂質代謝の改善には P/B 比の上昇などの腸内細菌叢

の変化が関与している可能性が示唆された。 

 

 


